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番 号
項 番

補助
事業者名

補助
事業名

事業
項目名

１．社会的課題と補助事業の関係整理

状況

目指す姿

目的
（中間目的）

受益者

実施
内容

結果
・成果

２．補助事業の実施状況、結果等を振り返り、補助事業全体を総合的に評価

事業全体の
総括的感想

今回の事業で、
優れていると
評価できる点

今回の事業の
課題、改善すべ
きと思われる点

事業実施で得る
ことができた教
訓（知識・知

見）、その他ア
ピールしたい点

国内最大・最高の総合スポーツ大会である国民体育大会は多くの競技者の大きな目標となっている。大
会が活性化されることにより、国内競技レベルの向上やその先を見据えた国際競技力向上など競技の強
化・普及の一助となり、この事により国民のスポーツへの興味・関心が高まり、波及的に「生涯スポーツ社
会の実現」を目指す。

・参加者
・大会運営関係者
・開催地地域住民

・国民体育大会の、各ブロック単位で行われる予選会を「国体ブロック大会」として位置づけ、競技の水準
を高めるとともに、少年から成人にいたる幅広い年齢層の競技者に対して、日々のスポーツ活動の成果
を発揮する機会を提供する。
・4月から1月にかけて北海道ブロック(北海道)、東北ブロック(宮城県)、関東ブロック(茨城県)、北信越ブ
ロック(長野県)、東海ブロック(三重県)、近畿ブロック(兵庫県)、中国ブロック(岡山県)、四国ブロック(愛媛
県)、九州ブロック(佐賀県)の9ブロック、ラグビー・ホッケー競技の2ブロック間代表決定戦を行った。
・国体ブロック大会開催9道県体育協会または実行委員会から提出される交付申請書、実績報告書に基
づき本会にて内容を精査を行い、予算どおりに助成金を執行し、事業を実施することができた。

全国9ブロックでの開催により本大会が競技性の高い大会になるとともに、五輪代表選手等の日本代表
選手の出場により、少年から成年にいたる幅広い年代の競技力向上につながった。また、持ち回り開催と
していることで、各ブロック内で身近に競技力の高い選手に触れられる絶好の機会であることから、地域
スポーツにおける競技者育成の充実や、競技運営スタッフ等を通して地域スポーツの活性化に寄与し
た。なお、事業終了後、各ブロックにおける地域スポーツクラブ数はいずれも増加した。
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公益財団法人　日本体育協会

国内スポーツ競技力向上のための事業補助事業 国民体育大会実施事業

事前計画に基づいた事業実施・予算執行を行うことができ、実施体制、効率性についても問題なかった。

【実績】
本事業の実施体制
【理由】
本大会は各ブロック内での持ち回り開催としており、運営方法のノウハウが次年度開催地等にうまく引き継
ぐことができている。

本会では、平成15年3月、国民体育大会の将来像として｢新しい国民体育大会を求めて～国民体育大会
改革2003～｣を公表し、より競技性の高い国内トップレベルの大会として構築するとともに、ジュニアからトッ
プアスリートを含む幅広い競技者層を対象に競技者の発掘・育成の場として、大会の充実・活性化を促進
する方向性を示した。
上記方向性を踏まえ国民体育大会を時代に適応した大会とすべく、具体的な改革内容を取りまとめ、関係
機関・団体の理解、協力を得て、その具現化に向け、鋭意取組んでいるところである。

国民スポーツの振興に伴い、競技環境の充実には目覚しいものがある。競技者や競技運営者側からも、
国体や国体ブロック大会において、大会を運営する役員・審判、使用する競技用具・器具、会場となる施
設に対する質的向上への要望は強くなっている。各中央競技団体においても、一定の水準を維持した競
技を運営するには、国際競技連盟ルールに基づく役員・審判や用具・器具を配置して、設備の整った競
技施設を利用して、大会を準備し運営することが望まれている。これに応えるべく、本会では主催者とし
て、より安定的で、より高度な水準の大会運営体制を目指していくこととしたい。

社会的課題
（最終目的）

補助事業で解決・改
善を目指す

スポーツは、人間にとって豊かで活力に満ちた生涯を生きていく上で必要不可欠な文化として
の意義を有するとともに、「健康」、「コミュニティ」、「教育」、「国際化」や「環境」といったキーワー
ドで表現される現代社会における様々な諸問題への対応に貢献するものである。

国民一人ひとりが豊かで活力ある生活・暮らしを目指し、生涯を通じたライフステージにおいて、
自己の能力・適性、興味・関心等に応じ、主体的にスポーツ文化を享受することのできるスポー
ツライフスタイルを構築していく「生涯スポーツ社会」の実現を目指す。

▲

補助事業
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２．補助事業の実施状況、結果等を振り返り、補助事業全体を総合的に評価

事業全体の
総括的感想

今回の事業で、
優れていると
評価できる点

今回の事業の
課題、改善すべ
きと思われる点

事業実施で得る
ことができた教
訓（知識・知

見）、その他ア
ピールしたい点

国民一人ひとりが豊かで活力ある生活・暮らしを目指し、生涯を通じたライフステージにおいて、
自己の能力・適性、興味・関心等に応じ、主体的にスポーツ文化を享受することのできるスポー
ツライフスタイルを構築していく「生涯スポーツ社会」の実現を目指す。

国内スポーツ競技力向上のための事業補助事業 日本スポーツマスターズ

今回で11回目を迎えた本大会は、スポーツ愛好者の中で競技志向の高い中・高年齢者層を対象としたシ
ンボル的な大会として開催している。スポーツへのチャレンジ意欲の啓発、継続的なスポーツ実践者の増
大等、スポーツ文化を豊かに享受する生涯スポーツ社会の実現に寄与するとともに、今後も幅広い年齢層
へのスポーツ振興を図る上で、重要性が増していることは、年々参加者が増加傾向にあることからも窺え
る。高齢社会をむかえ、元気な中・高年齢者層が増え、競技力が高まり、より高度な大会運営が求められ
ていることから、安定的な大会運営を維持していくことが重要である。

本大会は、スポーツ愛好者の中で競技志向の高い中・高年齢者層を対象としたシンボル的な大会として
開催し、スポーツへのチャレンジ意欲の啓発、継続的なスポーツ実践者の増大等、スポーツ文化を豊かに
享受する生涯スポーツ社会の実現に寄与することができた。

本大会は、第11回目の開催であり、国民の健康への意識の高まりやスポーツ愛好者の増加にあわせ、シ
ニア層を対象としたシンボル的な大会として認知度が高まってきている。年々参加者数は増えてきており、
社会のニーズに的確に応えられていると考える

各競技団体内で運営方法のノウハウが蓄積されて来ているが、うまく引き継がれていない面や、開催地の
特色を活かしきれていない面がある。また、年々参加者数が増加していることから、大会規模拡大に伴う
個々の競技の実施方法や利用施設の形態などの変更を検討、推進していく必要がある。

補助事業

大会の認知度が向上していくことで、中・高年齢者のスポーツ愛好者や競技者の更なる増加や生涯ス
ポーツの普及による健康増進、幅広い年齢層が活動する地域スポーツクラブの活性化などが見込まれ、
本会が目指す「生涯スポーツ社会」に寄与する。

▲

本大会の主要な対象者層である競技志向の高いシニア世代のスポーツ愛好者を中心に、大会認知度は
年々高まり、当初目標を上回る参加者が集まった。
また、実施競技については当初計画どおり、水泳、サッカー、テニス、バレーボール、バスケットボール、
自転車競技、ソフトテニス、軟式野球、ソフトボール、バドミントン、空手道、ボウリング、ゴルフの計13競技
を実施した。

競技志向の高いシニア世代のスポーツ愛好者、一般のスポーツ愛好者、開催県体育協会（実行委員会）
等大会運営関係者、開催地地域住民

・全国のスポーツ愛好者の中で、競技志向の高いシニア世代を対象としたスポーツの祭典を開催する。
実施競技：水泳、サッカー、テニス、バレーボール、バスケットボール、自転車競技、ソフトテニス、軟式野
球、ソフトボール、バドミントン、空手道、ボウリング、ゴルフ　計13競技
・大会実施にあたり、大会実行委員会だけでなく、競技団体部会等直接運営に係る関係者による事前会
議を併せて開催した。また、大会終了後にも事業報告や今後の課題整理のために競技団体・会場市町
村連絡会議、大会実行委員会を開催した。大会PRのために公式ポスター2,900枚、パンフレットを20,700
枚作成し、全国の都道府県体育協会等本会加盟団体を通じ、当初計画通り大会の告知・PRを行うことが
できた。
・大会は、9月16日に開会式を、17日～20日には計13競技会を実施した。
・節約執行に努め、旅費や印刷費は減額となった一方、各会場に既設置の競技用設備が十分でなかっ
たことから、競技会実施のための会場設営費等が当初計画を上回った。
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公益財団法人　日本体育協会

社会的課題
（最終目的）

補助事業で解決・改
善を目指す

スポーツは、人間にとって豊かで活力に満ちた生涯を生きていく上で必要不可欠な文化として
の意義を有するとともに、「健康」、「コミュニティ」、「教育」、「国際化」や「環境」といったキーワー
ドで表現される現代社会における様々な諸問題への対応に貢献するものである。

 



平成23年度日本体育協会 
競輪補助事業概要 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 



●平成23年度補助事業 

①国民体育大会実施事業 

②日本スポーツマスターズ実施事業 

③シニア・リーダースクール実施事業 

④情報誌スポーツジャスト発行事業 

⑤日独スポーツ少年団同時交流事業 

⑥スポーツ少年団交流大会事業 

⑦スポーツ指導者育成事業 

⑧スポーツ科学研究事業 

●平成23年度補助金額 

150,692,000円 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 



①国民体育大会実施事業 

・全国9ブロックで実施 

・参加者数：41,635名 

競技会場の表示 銃剣道競技の試合風景 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 



②日本スポーツマスターズ実施事業 

・石川県各地の会場において、自転車競技を始めと 
 する13競技を実施 
・参加者数：7,850名 

自転車競技スタート前の様子 空手道 型の披露 

・実施日：平成23年9月16日～20日（5日間） 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 



②日本スポーツマスターズ実施事業 

High level 

Young Old 

Low level 

競技ス
ポーツで活
躍している
若年層 

スポーツ 
マスターズ 

スポーツに
趣味的に
親しんでい
る若年層 

シニア世代
で生涯ス
ポーツに親
しんでいる

層 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 



③シニア・リーダースクール実施事業 

・国立中央青少年交流の家において、スポーツ少年団 
 青少年リーダーを養成するための研修を実施 
・参加者数：125名 

講義風景 小学生を対象とした指導実践 

・実施日：平成23年8月11日～15日（4泊5日） 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 



④情報誌スポーツジャスト発行事業 

・年10回、延401,000部を発行 
・各地域の少年スポーツ活動の実態、 
 少年スポーツ活動の実践的内容等を掲載 

7月号表紙 9月号表紙 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 



⑤日独スポーツ少年団同時交流事業 

【受入事業】7月22日～8月12日（22日間）、ドイツ団30名 

日本団・アーチェリーに挑戦 ドイツ団・剣道体験 

・スポーツ活動やテーマディスカッションを始めとする 
 研修プログラムを実施 

【派遣事業】7月20日～8月11日（23日間）、日本団  75名 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 



⑥スポーツ少年団交流大会事業 

・参加者：全国のスポーツ少年団員、指導者 計351名 

キャンプファイヤーの様子 スポーツ活動の様子 

・岐阜県において、スポーツを中心とした野外・文化・ 
 学習活動等を実施 

・実施日：平成23年8月5日～8日（3泊4日） 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 



⑦スポーツ指導者育成事業 

受講生の様子 講義風景 

・スポーツ指導者の基礎資格「スポーツリーダー」の 
 養成を目的に全国で講習会を実施 
・実施コース数：47都道府県体育協会／218コース 

・参加者数：13,109名 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 



⑧スポーツ科学研究事業 
＜高齢者の元気長寿支援プログラム開発事業 第3年次＞ 

・長期的視点による効果検証 

・H22までに開発した危険要因別の運動プログラムに 
 基づき、以下の作業・研究を行った。 

・軽度介護者向けの重度化防止を目的としたプログラム 
 の開発研究 
・評価法およびプログラムが地域に根づくための普及 
 方法に関する研究 

運動プログラム
の講義風景 

[平成25年度第1回公益事業振興補助事業審査・評価委員会 プレゼンテーション資料] 
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補助
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１．社会的課題と補助事業の関係整理

状況

目指す姿

目的
（中間目的）

受益者

実施
内容

結果
・成果

２．補助事業の実施状況、結果等を振り返り、補助事業全体を総合的に評価

事業全体の
総括的感想

今回の事業で、
優れていると
評価できる点

今回の事業の
課題、改善すべ
きと思われる点

事業実施で得る
ことができた教
訓（知識・知

見）、その他ア
ピールしたい点

住民検診、職域健診等の生活習慣病検診で胃部・胸部検診を実施し、がんを筆頭とする各種
疾病の早期発見、早期対処により、住民の健康保持・増進に寄与する。

検診車の整備補助事業

受診者に新機種の性能を最大限発揮して健康保持・増進に役立てていただけるよう、検診事業の進展に
努めたい。
多くの自然災害があっても、目標をしっかりと持って実現に努力すれば目標は実現することができることを
学んだ。

東日本大震災、タイの洪水、当院水害被災(平成24年7月29日)等、度重なる自然災害による影響を受けな
がら、当初「年度内納品が難しい」といわれた中で、年度内納品と、２月中旬からの運用ができることとなっ
た。慎重な検討を重ね、受診者の検診ニーズに多角的に応えられる機種を当院に整備できた。県央地域
に当院の検診事業が益々貢献できるよう努めることが求められる。

【実績】最新の検診車を機種選定委員会の希望どおり導入し、新しい運用計画にそって実施できることと
なった。
【理由】機種選定委員会での多角的な検討と、放射線科医長、放射線科技師長を核とする情報収集と分
析力、検診科スタッフの受診者ニーズに沿った設計への細部の提案等が新機種導入に反映

【課題】検診担当医師の増員。最新車輌・機器に伴う業務量の増加に対して専任医師１名の現状。

【改善策】業務量に見合った検診担当医師の増員が求められる。

補助事業

良質画像の読影による検診の精度向上、被曝線量の低減による安全性の向上により、受診者
の肺結核、肺がん、胃がん等の予防、各種疾病の早期発見に寄与する。

▲

①年間の車輌稼動は予定した100日を上回り123日となった。生活習慣病健診に力を注いでい
る結果。
②２月末現在で目標値4,400人に対して3,874人。３月にも大口予定があり目標値程度が見込ま
れる。胃部検診は3,000人の目標値に対して2,252人。３月の見込みは目標値を少し下回る見通
し。

新潟県県央地域の市町村における住民検診、職域健診の受診者

平成23年7月21日に指名競争入札を実施、機種選定委員会が希望する車種を予定額を下回っ
て入札できた。納品、検収を12月内と予定していたが、被害日本大震災、タイの洪水被害による
車輌部品の調達が大幅に遅れ、納品は平成24年１月26日に変更したが、更に遅れ、2月2日に
納品、検収実施となった。車輌、検診機器それぞれ担当職員が業者と緻密な連絡を取り合い、
これでも早い納品にできた。

平成２３年度補助事業　自己評価書 23-１-１０５
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社会福祉法人　恩賜財団済生会

社会的課題
（最終目的）

補助事業で解決・改
善を目指す

新潟県県央地域において住民検診、職域健診を当院が行っているが、平成８年度にＪＫＡ様の
検診車整備補助以降、車輌の経年劣化が進み、突然の故障による検診の中止も心配され、今
後も安定した検診事業を継続する上で早期の更新が必要となっている。
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検診車の利用状況
施設名 検収日

機器名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

平成23年度
稼働日数（日） 3 2 5
巡回先数（箇所） 3 2 5
受診者数（人） 217 183 400
運行距離（km） 98 32 130

平成24年度
稼働日数（日） 14 12 10 10 8 10 10 8 6 0 9 4 101
巡回先数（箇所） 14 12 10 10 8 10 10 8 6 0 9 4 101
受診者数（人） 659 477 630 424 388 870 420 293 200 0 313 360 5,034
運行距離（km） 273 187 210 75 19 272 104 46 33 0 22 50 1,291

平成25年度
稼働日数（日） 15 13 28
巡回先数（箇所） 15 13 28
受診者数（人） 495 457 952
運行距離（km） 283 254 537

平成24年2月2日

胃胸部併用Ｘ線検診車

新潟県済生会三条病院


